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秘伝 電通本社ビルの管理思想



はじめに
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電通ワークスは、電通グループの管理系会社であり、電通本社
ビルのビル管理を始めとしたバックヤード機能を担っております。

電通本社ビルは2002年11月に竣工しました。
エネルギー使用量が多いとされる空調設備は竣工直後の2003
年～04年にかけて調整されたものです。
運用安定期を迎えた2005年から、我々は 「エネルギー管理」 を
始動させ、今日を迎えています。

ビル管理の目標は、設備の性能発揮を最適化することと、それ
を使う人の自律的省エネ意識を鼓舞することと考えており、自律
的省エネ意識とは、「無駄を発見すること」と考えています。
2011年、都のトップレベル事業所に認定された電通本社ビルに

おいて実践から導き出された管理思想を、その社会的波及効果
に期待して公開いたします。



建築コンセプト＝「地球環境との共生」

☆ 建築時の廃材リサイクル

☆ 100年建築

☆ 省資源化・省エネルギー対策

☆ 建築時の廃材リサイクル

☆ 100年建築

☆ 省資源化・省エネルギー対策

☆ 環境ニ優シク、寒暑ニ負ケナイ、３５の取組み☆ 環境ニ優シク、寒暑ニ負ケナイ、３５の取組み

① ｴﾈﾙｷﾞｰの有効利用を図るｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑの採用

② 高効率ﾓｰﾙﾄﾞ変圧器の採用

③ 空調機・送排風機に高効率ﾓｰﾀｰおよびｲﾝﾊﾞｰﾀ制御の採用

④ 最小外気＆外気冷房用外気供給+蒸気加湿＆水加湿による合理
的空調ｼｽﾃﾑ

⑤ CO2濃度制御による最適外気取入量制御の採用

⑥ ｾﾗﾐｯｸﾌﾟﾘﾝﾄｶﾞﾗｽ＋ｴｱｰﾌﾛｰｳｨﾝﾄﾞｳによる日射熱遮蔽効果

⑦ ｴｺﾏﾃﾘｱﾙによる、施工時・改修時の廃棄物抑制・ﾘｻｲｸﾙ促進

全３５の施策

① ｴﾈﾙｷﾞｰの有効利用を図るｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑの採用

② 高効率ﾓｰﾙﾄﾞ変圧器の採用

③ 空調機・送排風機に高効率ﾓｰﾀｰおよびｲﾝﾊﾞｰﾀ制御の採用

④ 最小外気＆外気冷房用外気供給+蒸気加湿＆水加湿による合理
的空調ｼｽﾃﾑ

⑤ CO2濃度制御による最適外気取入量制御の採用

⑥ ｾﾗﾐｯｸﾌﾟﾘﾝﾄｶﾞﾗｽ＋ｴｱｰﾌﾛｰｳｨﾝﾄﾞｳによる日射熱遮蔽効果

⑦ ｴｺﾏﾃﾘｱﾙによる、施工時・改修時の廃棄物抑制・ﾘｻｲｸﾙ促進

全３５の施策

竣工時の同規模建物に比べ・・・およそ３０％減の省エネビル！竣工時の同規模建物に比べ・・・およそ３０％減の省エネビル！

～
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ⓒ株式会社電通ワークス



1. 所在：港区東新橋一丁目

2. 主用途：事務所

3. 竣工年月：2002年11月

4. 敷地面積：17,244㎡

5. 延床面積：231,701㎡

-延床詳細-
① 事務所：171,016㎡
② 商 業： 26,667㎡
③ 文 化： 5,644㎡
④ 駐車場： 18,508㎡

6. 階 数：地上48階 地下5階

7. 社員数：約7,000名

電通本社ビル 建物概要

4
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電通本社ビルと省エネ施策の軌跡

5
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2012年度は基準年度比(2003年と04年の平均)で24.6％の削減を達成。
2013年度は更なる施策により基準年度比で25.6％を目標としています。

ＣＯ２排出量の推移

6

※2011年度は震災後の対応のため聖域なき節電を実施⇒2012年度は定着節電

ⓒ株式会社電通ワークス
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エネルギー管理の取組み (1)

竣工からのエネルギー量をデータベース化し、独自の「検索システム」を構築しました。
BEMSのデータを如何に有効利用するかが、無駄を発見するポイントです。

2005年は気象庁発表の気象予測を入力し、過去使用量を超えないよう監視装置上
で極め細やかな管理を実践していました。

ⓒ株式会社電通ワークス
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エネルギー管理の取組み (2)

検索システムを更にバージョンアップ !!
日毎のエネルギーデータを入力し無駄を発見する「エネルギー管理ツール」を独自
に構築しました。

エネルギー管理ツール画面

使用量入力シート（月途中）

ⓒ株式会社電通ワークス
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エネルギー管理の取組み (3)

昨年の使用傾向に比
べ特出して使用量が高
い事が確認できます。

調査の結果、運用開始
間もないナイトパージ
制御が休日も作動し基
準階の空調機が運転
していた為と判明し、対
策を講じました。

エネルギー管理ツール画面

使用量―外気温度相関図（月途中）

このまま月末を迎えた
場合、前年同月で
54Mwhの増加となる予
想となりました。

ⓒ株式会社電通ワークス
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エネルギー管理の取組み (4)
エネルギー管理ツール画面

使用量―外気温度相関図（月末）

月途中で無駄の発見によ
り対策を講じたため予想
使用量の増加を抑えるこ
とが出来ました。

54Mwh⇒13Mwhの増加

ⓒ株式会社電通ワークス
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エネルギー管理の取組み (5)

外気温度 - 中層エネルギー消費量 相関関係（平日）
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外気温度 - 中層エネルギー消費量 相関関係（平日）
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2005年度の近似線を2007年度相関図に重ね、削減したことを分かり易くしています。

エネルギー管理ツールの応用編

2005年、エネルギー量と外気温度の相関関係により、冷水と温水の混合ロスを発見。

VAV制御システムの改良を行うことに繋がりました。(詳細は15頁ご参照)

ⓒ株式会社電通ワークス



電灯・コンセン
トの使用実績

各エネルギーをあらゆる視点から検証。日毎の目標値を定め徹底管理に努めています。

外気との相関

実働比較

前年度との
比較 CO2排出量の

推移

熱量
CO2排出量

原単位

エネルギー管理の取組み (6)
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トップレベル事業所に認定されたハード対策
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次頁から具体的なハード対策の取組みをご紹介します。

設備を擬人化
して、あたか
もパートナー
として接する。

ⓒ株式会社電通ワークス



冷暖房の休み時間を拡大
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ⓒ株式会社電通ワークス
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ｲﾝﾃﾘｱ側
冷水弁OPEN、給気温度14℃

ﾍﾟﾘﾒｰﾀ側
温水弁OPEN、給気温度32℃

対策実施前 対策実施後

ＶＡＶ制御分析を行った結果、温度設定値管理では削減することができないインテリア/ペリメ
ータの混合ロスや温度設定変更時冷暖ロス（逆エネルギーロス）が少なくないことが判明。そ
こで、冷暖設定値に自動で不感帯幅を設けるなどの他、ＶＡＶ制御プログラムを大幅に改良
しました。

ｲﾝﾃﾘｱ側
冷水弁CLOSE、給気温度24℃
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対象
７Ｆ～４３Ｆ（１４･２５･３６Ｆを除く） ⇒計３４フロア

・各フロアのターミナル空調機 ⇒計６台／１フロア
・各フロアのＶＡＶ１～５７ ⇒計５７台／１フロア

ﾍﾟﾘﾒｰﾀ側
冷水弁OPEN、給気温度22℃

ＶＡＶ制御システムプログラム改良
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効果「熱：11,942GJ＿電気：958MWh＿CO2：1,170ｔ」／年

ⓒ株式会社電通ワークス



 2005年 5/19～5/20　CO濃度計測値
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駐車場ＣＯ濃度による給排気ファン制御導入
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駐車場のＣＯ濃度を測定し、そのＣＯ濃度により駐車場給排気ファンの台数制御を行う。これ
により運転時間を大幅に削減し、搬送動力の省エネルギーを図りました。

台数を減らしてCO濃度
のデータ計測を行う

台数を減らしてCO濃度
のデータ計測を行う

検証検証

当面の運用として利用
⇒動力費削減

当面の運用として利用
⇒動力費削減
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排気ファン 給気ファン

駐車場ファン１日平均の動力量（対策前－対策後比較）
2組運転実施

2004年6月 2005年6月

5ppm
3組⇒1組へ変更

5ppm以下変わらず！

＜施策＞
台数制御ソフトウェアの追加
CO濃度による台数制御を行い、搬送動力を削
減させる
①設定値：10ppm⇒利用客の衛生面を考慮

②ﾛｰﾃｰｼｮﾝ運転による運転時間の平準化⇒
保全性の向上

③風量削減により、駐車場内の温度、粉塵、
周期などの問題が発生する場合が予測される。
対策としてCO濃度が低い場合でも一定間隔
で強制換気する⇒一定間隔の強制運転時間
⇒20分/時間（1換気相当）

効果「電気：267MWh＿CO2：102ｔ」／年

導入後

 2005年 6/30～7/1　CO濃度計測値
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ⓒ株式会社電通ワークス



冷水プレート熱交換器保温ジャケット装着
冷水熱交換器と機械室内の温度差によって放熱ロスが生じている。また、夏場には結露し、
錆の原因となる。各冷水熱交換器に保温ｼﾞｬｹｯﾄを取り付け、結露による錆と放熱ロスを
削減しました。

高層系統（大型） 2台

高層系統（小型） 1台

中層系統（大型） 3台

中層系統（小型） 1台

低層個別空調系統 2台

ｻｰﾊﾞｰﾙｰﾑ系統 1台
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効果「熱：277GJ＿CO2：19ｔ」／年

ⓒ株式会社電通ワークス



サブ変電室（動力系統）変圧器の統合

ブレーカーボックス
逆接続仕様

逆接続運用を可能（逆接続仕様のブレーカーボックスを使用）な切換回路を増設し、トランス
を廃止せずに切換運用とすることで無負荷損の低減を図る。これにより、長期間停止による
トランス劣化リスクを回避しつつ、将来の負荷変動にも容易に対応可能となる施策を講じまし
た。

18効果「電気：83MWh＿CO2：32ｔ」／年

８台/１６台中停止中

ⓒ株式会社電通ワークス



照明（蛍光灯・ダウンライト）のＬＥＤ化
2010年、2012年に共用部および事務室内の照明のＬＥＤ化を実施。蛍光管および
ダウンライトあわせて約20,000個のＬＥＤを採用しました。

執務室

駐車場

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

19

ﾀｽｸﾗｲﾄ

タスクライトは
各デスクに1台

設置

＜従来＞ ＜改修後＞

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

効果「電気：2,356MWh＿CO2：900ｔ」／年

ⓒ株式会社電通ワークス



厨房排水槽
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中水造水設備の建設

厨房除害設備

公共下水道へ放流

グリストラップ

厨房排水槽 中水造水設備

建物内再利用水受水槽

グリストラップ

＜従来＞ ＜建設後＞

従来の厨房除害設備～再利用型の中水造水設備を建設。主に水資源（中水）への効果が高
い施策（約40,000㎥減／年）でありますが、従来から設置「ばっ気・撹拌ブロア」等の動力につ
いて定格容量を半減することが出来、電気の削減にも貢献しました。

効果「電気：48MWh＿CO2：18ｔ」／年

ⓒ株式会社電通ワークス



トップレベル事業所に認定されたソフト対策

21
次頁から具体的なソフト対策の取組みをご紹介します。

ⓒ株式会社電通ワークス



全館の照明一斉OFF

22
ⓒ株式会社電通ワークス



その他のソフト対策

1. 電気温水器の夏期停止→（通年停止2009.7より変更）
2. エレベータの1バンク1台停止（計8台停止）：階段移動促進
3. 昼休みおよび夜間全館一斉消灯の実施
4. 1階エントランスのダウンライト照明消灯
5. 1・2階エントランス空調運転時間削減
6. 環境省推奨の夏：28.0℃設定の実施（通年室温20.0～28.0℃）
7. 共用廊下のダウンライト消灯
8. 駐車場（B3・B4階）の照明減灯
9. エレベータ附室のダウンライト減灯
10. トイレ人感センサー照明消灯時間短縮（15分→5分）
11. 社員食堂空調機の運転時間短縮
12. 共用部の温度設定変更（外気同様の成り行き制御）
13. パソコン・プリンター電源OFF励行
14. アトリウム空調機の運用変更

1. 電気温水器の夏期停止→（通年停止2009.7より変更）
2. エレベータの1バンク1台停止（計8台停止）：階段移動促進
3. 昼休みおよび夜間全館一斉消灯の実施
4. 1階エントランスのダウンライト照明消灯
5. 1・2階エントランス空調運転時間削減
6. 環境省推奨の夏：28.0℃設定の実施（通年室温20.0～28.0℃）
7. 共用廊下のダウンライト消灯
8. 駐車場（B3・B4階）の照明減灯
9. エレベータ附室のダウンライト減灯
10. トイレ人感センサー照明消灯時間短縮（15分→5分）
11. 社員食堂空調機の運転時間短縮
12. 共用部の温度設定変更（外気同様の成り行き制御）
13. パソコン・プリンター電源OFF励行
14. アトリウム空調機の運用変更

◆社員への積極的なエコ活動推奨が重要！（社内の放送やネットワークを活用）
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電通では、「環境コミュニケーション活動」を強化するための施策として、2010
年に「電通グループエコ大賞」を創設。

電通が国内外グループ全体にわたって、環境に対する取組みを推奨し、すぐれた活
動を表彰することで、環境コミュニケーション活動の強化およびノウハウ・知見の共有・
蓄積を行う。

電通が国内外グループ全体にわたって、環境に対する取組みを推奨し、すぐれた活
動を表彰することで、環境コミュニケーション活動の強化およびノウハウ・知見の共有・
蓄積を行う。

関西支社 節電キャンペーン

エコ大賞の授賞式

電通グループ全体での啓発活動（エコ大賞）

24
ⓒ株式会社電通ワークス



2005年から電通社員およびその家族を対象に「環境スローガン」の募集を始めました。
入賞作品は社員のアートディレクターによりポスター化され、社員の意識向上に活用し
ています。

絶滅速度：毎時4.6種 裏も紙ですから。
中学3年の息子の小さくなっ
たＴシャツ、短パンは、私の
部屋着にしています。
悔しいので
「おさがり」ではなく、
「お上がり」と呼んでいます。

平成24年度
環境スローガン応募件数
6,909点

社員への意識啓発（環境スローガン募集）
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◆エコツアー（年2回以上実施）
本社ビル地下の機械室、塵芥室や1階に設置
した太陽光・風力発電装置、防災センターなど
環境に配慮した施設を見て回ります。
塵芥室で行われているゴミの細かい仕分け作
業や、機械室に設置された装置の省エネル
ギー対策や中水再利用設備を見学し、館内温
度調節の工夫などもレクチャーします。
このツアーは5年前から実施していますが、毎
回定員をオーバーするほどの人気があり、社
員の環境意識の高まりを実感します。

社員への意識啓発（電通館内エコツアーの実施）
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○コージェネレーションシステムのフル活用（1800ＫＷ×2台の発電機をフル運転）

○執務室一斉消灯スケジュールの追加（10：00、19：00を新たに追加）
⇒10：00、12：00、19：00、22：00～26：00の正時毎に自動一斉消灯。

○共用部照明の更なる減灯・消灯の実施（一日あたりの削減量 ５００KWH）

○外構周り照明の減灯・消灯の実施（7～9月の前年同月比で52％、10,233KWHの削減）

○エレベータ運転台数の更なる削減
⇒1バンク毎に2～3台停止。全73台中38台を停止。通勤タイム・ランチタイムは除く）

○自動販売機の冷却時間短縮（24時間→12時間）

○空調機インバータのピークカット（50Hz→30Hz）

○コージェネレーションシステムのフル活用（1800ＫＷ×2台の発電機をフル運転）

○執務室一斉消灯スケジュールの追加（10：00、19：00を新たに追加）
⇒10：00、12：00、19：00、22：00～26：00の正時毎に自動一斉消灯。

○共用部照明の更なる減灯・消灯の実施（一日あたりの削減量 ５００KWH）

○外構周り照明の減灯・消灯の実施（7～9月の前年同月比で52％、10,233KWHの削減）

○エレベータ運転台数の更なる削減
⇒1バンク毎に2～3台停止。全73台中38台を停止。通勤タイム・ランチタイムは除く）

○自動販売機の冷却時間短縮（24時間→12時間）

○空調機インバータのピークカット（50Hz→30Hz）

東日本大震災後の節電対応
◆2010年度夏季最大電力から15％以上の削減

乾いた雑巾を絞る
ような省エネ施策

ほぼ毎日、節電
対策会議を実施

「聖域なき節電対
策」をトップダウン！

678KWの節電を試算し、試験運用を実施したが、室内温度が29℃を超える状況
を確認した為、運用を断念した。

断念
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・昨夏同様、環境省が推奨する室温設定28℃で空調運用
・執務室天井照明の部分点灯の徹底
・執務室ブラインドの強制閉止（日中）
・クールビズを1カ月前倒しで導入（5/2から実施）
・席を離れる際のパソコン電源OFF励行の徹底
・コピー機・プリンターの電源OFF励行
・電気ポット・テレビなどの家電製品の待機電力OFF励行など

・店内照明の間引きやアイドルタイムでの不要なサインの消灯
・空調温度設定を高めに設定するなど、営業に支障の無い範囲で

の運用
・店舗営業時間の短縮
・コンコース・バックヤード・キャニオンテラス照明減灯のお願

い
・夏季・冬期における集客イベント（ビアガーデン、クリスマスイ

ルミネーション）の開催時間短縮
※冬イベントでは129時間短縮、電力量は前年比15％削減）

・昨夏同様、環境省が推奨する室温設定28℃で空調運用
・執務室天井照明の部分点灯の徹底
・執務室ブラインドの強制閉止（日中）
・クールビズを1カ月前倒しで導入（5/2から実施）
・席を離れる際のパソコン電源OFF励行の徹底
・コピー機・プリンターの電源OFF励行
・電気ポット・テレビなどの家電製品の待機電力OFF励行など

・店内照明の間引きやアイドルタイムでの不要なサインの消灯
・空調温度設定を高めに設定するなど、営業に支障の無い範囲で

の運用
・店舗営業時間の短縮
・コンコース・バックヤード・キャニオンテラス照明減灯のお願

い
・夏季・冬期における集客イベント（ビアガーデン、クリスマスイ

ルミネーション）の開催時間短縮
※冬イベントでは129時間短縮、電力量は前年比15％削減）

社員への節
電協力依頼
社員への節
電協力依頼

ピーク電力１５％削減のための社員・テナントへの協力

テナントへ
の協力依頼
テナントへ
の協力依頼
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■最大電力の15％削減目標に対して

7月 ▲３６％ 8月 ▲44％ ９月 ▲４８％

■最大電力量の15％削減目標に対して

7月 ▲３５％ 8月 ▲３３％ ９月 ▲３７％

達成

達成

目標値：電力 4,896kW （昨年最大値 5,760kWを15％削減）
電力量 75,922kWh （昨年最大値89,320kWhを15％削減）

目標値：電力 4,896kW （昨年最大値 5,760kWを15％削減）
電力量 75,922kWh （昨年最大値89,320kWhを15％削減）

節電施策の結果（東京電力からの供給電力）
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最後に

ⓒ株式会社電通ワークス



ご清聴ありがとうございました。
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